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美しい芝生でプレーが行われ、途中にはティータイムまであり優雅な雰囲気漂う英
国発祥のスポーツ、クリケット（cricket）。別名「紳士のスポーツ」とも呼ばれる。
その存在に憧れを感じつつも、時には数日間に及ぶなど試合がとにかく長く、「ルー
ルが複雑でよくわからない」…と敬遠してしまいがちなスポーツでもある。そこで、
せっかく英国にいるならばクリケット観戦を楽しんでみたい！ という人のために、試
合を理解するためのヒントと観戦レポートをお届けする。

●サバイバー●取材・執筆・写真／ホートン秋穂・本誌編集部

クリケット
   観戦 に行こう！
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ファーストクラス・カウンティ・チーム（2017 年）…［１部］Surrey, Hampshire, Yorkshire, Essex, 
Lancashire, Middlesex, Somerset, Warwickshire／［２部］Nottinghamshire, Kent, Gloucestershire, 
Worcestershire, Northamptonshire, Glamorgan, Sussex, Derbyshire, Leicestershire, Durham

　公式戦扱いにはならない、アマチュアの試合として

マイナー・カウンティの試合がある（現在、20 のカウ

ンティが登録中）。たとえば筆者の住むハートフォード

シャーのクラブはこのマイナー・カウンティに位置づ

けられる。ハートフォードシャー内だけで約 127 のア

マチュア・クラブがあり、１つのクラブでもレベルや

年齢別に複数のチームが存在する。このアマチュア・

クラブ内からハートフォードシャーの代表選手が選ば

れ、他のマイナー・カウンティ代表チームと対戦する。

　こちらも３日間行われる試合と 1 日完結型の試合が

ある。ジュニア・チームの試合にはファーストクラス・

カウンティ・チームのスカウトマンも訪れ、将来のス

ターが発掘されるケースもあるという。例えば現イン

グランド代表のスティーブン・フィン（13 頁参照）は、

ハートフォードシャー出身の選手。地元の小さなクラ

ブのジュニア・チームでプレーしていたところをミド

ルセックスにスカウトされ、16 歳という史上最年少で

公式戦デビューを飾った。

　観戦はもちろん無料。観覧席もない簡素なグラウンド

が多いせいか、ピクニック・チェアやラグ持参で観戦す

る人も少なくない。草野球を見る感覚で気軽に観戦で

きるのがアマチュア・リーグの最大の魅力といえる。

草の根レベル

　英国のクリケットを語るときに外せないのがメリルボン・

クリケット・クラブ（MCC）の存在。ローズはミドルセッ

クスのホームグラウンドであるのと同時に MCC のホームで

もある。MCC は 1787 年に設立された現存する最古のクラ

ブで1万8000人の会員を有する。会員になるにはウェイティ

ングリストで 29 年待ちという超名門。MCC が定めたルー

ルは世界中でクリケットの公式競技規則として採択され、今

日もクリケット競技の規則を管理・裁定する最も権威ある機

関としての役割を果たしている。

　ローズを舞台にこの MCC がプレーするクリケットの試合

やオックスフォード大対ケンブリッジ大の試合、2 大名門パ

ブリックスクールのイートン校対ハーロウ校の試合は古き良

き英国の伝統試合をその目で見たいという人におすすめ。

試合形式を
   チェック！
近年では短時間で決着を
つける形式のものが登
場。多様化の兆しが見ら
れ、人気を集めている。

　ICC（インターナショナル・クリケット・カウンシル）

には現在約 30 ヵ国が加盟し、各種試合が行われてい

る。その中でも、厳しい条件をクリアしたテスト・カ

ントリーと呼ばれる 10 ヵ国のみで繰り広げられるの

が伝統的なテストマッチ（国際試合）。そもそもテスト

マッチとはイングランド対オーストラリアの定期戦の

呼び名だったため、特に時期を区切ったり、10 ヵ国間

で優勝を決めたりすることはない。２ヵ国間で行われ、

各国チームは他の９ヵ国それぞれを相手に、１つずつ

ある「タイトル」を競う。最大５日間かけて催され、

クリケットの試合の中では最も伝統と格式がある競技

会とされる。

　また 1975 年からは４年に１度ワールドカップが開

催されている。テスト・カントリー 10 ヵ国に加え、予

選を通過した国が優勝を競う、１日試合形式のワン・

デイ・インターナショナル（以下、ODI ／試合形式に

ついては、下記参照）の最高峰といえる大会だ。

　テストマッチの中でも、「ジ・アッシューズ（The 

Ashes）」と呼ばれるイングランド対オーストラリア

の試合は、最古の歴史と伝統を誇り、最も盛り上がる

試合のひとつである。しかし、チケットは入手困難を極

める。次戦は今年 11 月に開幕するが、オーストラリ

アで開催予定なので生で観戦するのは難しい。そこで

今年のおすすめは、イングランド対南アフリカのテス

トマッチ（７月６日～）、もしくは ODI、T20（下記参照）

の観戦だ。格上の南アフリカを相手にイングランドが

どう戦うか、レベルの高い試合が期待できる。ただし、

こちらもチケットは人気なので予約は早めに済ませた

い。テストマッチよりは ODI、T20 の方が取りやすい。

　またロンドンには、２大グラウンド「ローズ（Lord’s 

Cricket Ground）」＝ 10 頁写真＝と「ジ・オーヴァル

（The Oval）」があり、クリケットの聖地とされるロー

ズよりも、ジ・オーヴァルの方が収容人数も多いので

チケットは取りやすい。だが、由緒ある雰囲気の下で

試合を楽しみたいなら断然、ローズを推したい。

国際戦

国内戦

テストマッチ・世界ランキング
（男子 2017 年５月現在 ICC 発表）

１位 インド、２位 南アフリカ、３位 オーストラリア、
４位 イングランド、５位 ニュージーランド、６位 パキ
スタン、７位 スリランカ、８位 西インド諸島、９位 バン
グラデシュ、10 位 ジンバブエ

　国際試合の場合、人気の試合になるとチケット代は

最低 100 ポンド以上というものも珍しくない。もっと

気軽に懐にも優しく、レベルの高い試合を見たい場合

は全 18 チームからなる国内ファーストクラス・カウ

ンティ・チームの試合がおすすめ。チケット代も席を

選ばなければ 20 ポンド程度とお手頃だ。テストマッ

チに相当する国内最高峰で４デイマッチのリーグ戦、

カウンティ・チャンピオンシップ、もしくは 1 日試合

形式のワンデイ・カップがある（ともに 2 部制）。

　カウンティ・チームでの活躍をもとにイングランド

代表選手が選ばれるので、未来のスターをいち早く発

掘する気分で観戦するもよし、自分の地元チームを応

援するもよし、だ。ちなみにこのカウンティは現在の

行政区分ではなく、18 世紀にカウンティ対抗で試合

が行われた当時の歴史的区分が適用されている。現在

のロンドンはミドルセックスとサリーに区分される。

ローズはミドルセックスの、ジ・オーヴァルがサリー

のホームグラウンドとなっている。また一説によると、

注目の一戦はヨークシャーとランカシャーの戦い。15

世紀の薔薇戦争にちなみ、その名もローゼズ・マッチ

（Roses Match）と呼ばれている。歴史的な因縁がク

リケットにも持ち込まれるとは、いかにも英国らしい。

気軽かつ本格的なファーストクラス・カウンティ・チームの試合

地元密着型マイナー・カウンティ・チームの試合

「ジ・アッシューズ」に代表される
イングランド・ナショナルチームの試合

格式重視 名門クラブ
MCCの試合ほか

春～秋は、とにかく
試合が目白押し！

シックス・ア・サイド
（6-a-side）

６人制クリケット。５オーバー（30

球）限定１イニング制で、１試合

50 分程度で終了する。公式の試合

ではあまり見られないスタイル

スピード感を例えると？
…テニスまたはサッカー

    テストマッチ／カウンティマッチ

伝統的な国別・カウンティ別対抗

戦の試合形式。球数無制限の 2 イ

ニング制を採用。カウンティマッ

チは最大 4 日間、テストマッチは

最大 5 日間で勝敗が決まる

スピード感を例えると？…チェス

ワンデイ・インターナショナル
（ODI）

50 オーバー（300 球）限定１イニ

ング制で行われる国別対抗戦。試

合時間はおよそ５～６時間程度と

なる。ワールドカップもこの形式

で行われる

スピード感を例えると？…ゴルフ

トゥエンティ・トゥエンティ
（Twenty20）

2003 年に登場した短時間で終わる

試合形式。20 オーバー（120 球）

限定 1 イニング制を採用、1 試合

2 時間半程度で終了する

スピード感を例えると？
…テニスまたはサッカー

黄色と赤のストライプが特長的なジャケットや帽子は、MCC のメ
ンバーの証。写真はローズにあるショップ（購入は会員のみ）。
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ここだけ押さえれば
おそらく（!?）わかる！

　200 年以上の歴史を誇るローズ・クリケット・グラウンドで

は毎日、一般見学ツアー（100 分）が催行されている。ピッチ

を眺める観覧席に加え、MCC のメンバーや選手だけしか入れ

ない瀟洒で優雅な佇まいのクラブハウス、選手の汗の匂いがか

すかに感じられるロッカールームにも案内される。建物の歴史

に関する説明だけでなく、ユーモア

たっぷりに語られるクリケットこぼれ

話に耳を傾ける充実の内容だ。

　特に圧巻は「ロング・ルーム」と呼

ばれる広間＝写真右。大きな窓からは

目に眩しい緑の芝生のグラウンドが広

がり、思わずため息がもれる美しさ。

壁にはクリケットにまつわる 18 世紀

～ 21 世紀にかけての絵画が多く飾ら

れ、さながら美術館を訪れるような感覚で楽し

める。MCC は 1998 年まで女性の入会を認めて

いなかったので、このロング・ルームに入れる

女性はただ一人、英女王だけだったという。

　敷地内にはクリケット博物館もあるので、ツ

アーの開始前に見学するのもおすすめ。ツアー

ではその中でも特に有名な「ジ・アッシューズ」

のコーナーの丁寧な説明が行われる。香水瓶を

トロフィーに見立てたとされるテラコッタ製の

優勝杯＝同左＝の実物は 10 センチほどのサイズで想像以上に

小さくてびっくり。オリジナルのトロフィーがこの博物館のガ

ラスケースを出ることはなく、実際に試合で選手が掲げるのは

精巧にできたレプリカなのだとか。レプリカは敷地内のショッ

プで販売されているので、お土産におひとついかが？

どこまで得点をリードし、いかに早く相手をアウトに

するか、得点で負けていてもどうすれば粘って引き分

けに持ち込めるか、時間、天気（雨天で試合が中断し、

そのまま試合終了となる場合もある）、選手のコンディ

ションなどを考慮した総合的な頭脳プレーが求められ

る。これはキャプテンに負うところが大きい。

　数日間に及ぶクリケットの試合がチェスの試合に例

えられるのはまさにこうした戦術上の駆け引きがある

からといえる。

イニング 　10 人アウトで攻守交替

バッツマン

クリース

クリース

フィールダー

フィールダー

審 判

ボウラー側に立つ
バッツマンをノンス
トライカーと呼ぶ。
ノンストライカーは
走るのが仕事。

ラン　２人の打者が走って、場所が交替できたら１点

バッツマン
ボウラーの反対側に
立ち、打撃を行う
バッツマンをストラ
イカーと呼ぶ。

審 判

バウンダリー
実際にはもっと大き
い楕円を描く。

ウィケット・キーパー（捕手）

　試合は 1 チーム 11 人の２チームで行う。先攻チー

ムが 10 人アウトになると１回表終わり。後攻チームも

同じく 10 人アウトになると１回裏が終了。この「回」

を【イニング】という。テストマッチなど正統な試合

は１試合２イニングからなる。

　守備は投手 【ボウラー】と捕手 【ウィケット・キー
パー】以外の９人の野手【フィールダー】であたるが、

各ポジションは、戦略に合わせて自由に配置でき、い

つでも変更できる。

　通常、後攻チームが逆転した時点またはイニングが

終了した時点で得点が多いチームが勝利、同じ得点で

あれば引き分けとなる。ただし、テストマッチやカウ

ンティマッチの場合、一方のチームが得点上でどれだ

けリードしていても、試合期間中に２イニングを終了

させることができなければ、つまりアウトが取れずに

試合時間が終了すれば、「引き分け」になってしまう。

を何回してもアウトにならない。野球のようなファウ

ルゾーンがなく 360 度どこへでも打撃可能。

　また野球にあるデッドボールというものがなく、身

体にボールが当たっても「痛いだけ」で試合には何の

影響も与えない。ただしバッツマンが足で投球がウィ

ケットに当たるのを防いだとされる場合にアウトにさ

れるレッグ・ビフォー・ウィケット【LBW】というも

のもある（LBW には細かい条件があり、審判が判断）。

22 ヤード
（20.12 メートル）ボウラー（投手）

６球投げると一区切
り。別の投手が反対
側から投球する。

Lord's Cricket Ground
St John's Wood, London NW8 8QN
ツアー料金： 大人 20 ポンド
 子供（５～ 15 歳）12 ポンド
※ツアーは、試合当日・試合準備日など特定日
を除いて毎日開催される。
www.lords.org/lords/things-to-do/tours-of-lords/

© Lords

ピッチ

ウィケット
ピッチの両側にある
３柱門のこと。上に
乗ったベイルズが落
ちると、アウト。

　常に２人の打者 【バッツマン】 がピッチに入り攻撃を

行う。１人がアウトになると、次の打者と交代する。

バッツマンはアウトになるまでグラウンドに立ち続け

るが、アウトになると同一イニングで再び打席に立つ

ことはできない。

　打撃後やウィケット・キーパーがボールをそらした

ときなどに２人のバッツマンがバットを持ってお互い

のバッターボックス【クリース】めがけて走る。これ

を【ラン】と呼び、守備側の返球で【ウィケット】（上

図参照）を倒されるよりも早く、２人ともバットか体

の一部がクリースを越えるごとに１点 （往復で２点）

が入る。どちらかがアウトになると得点にならない。

ボールを打っても、返球までに場所を交替するのは間

に合わないと判断したら走らなくてもよい。声を掛け

合うなど、２人の打者のあうんの呼吸が求められる。

　バッツマンはウィケットを倒されなければ、空振り

ウィケット



13 1 JUN 2017  /  No 986 サバイバー

９インチ
（22.86 センチ）

28 インチ
（71.1 センチ）

   

Alastair Cook（32）

前イングランド・ナショナルチー
ム・キャプテン（2012 年～ 2017
年２月）、エセックス所属のバッ
ツマン。吸い込まれるような黒い
瞳をもち、そのソフトで甘いマス
クに女性らが心をときめかせる。

Chris Jordan（28）

バルバドス出身でナショナル
チームのオールラウンダーとし
て活躍。インドのプロリーグに
も所属している。引き締まった
精悍な黒い肌と真っ白な歯のこ
ぼれんばかりの笑顔にグッとく
る女性も多いはず。

バウンダリー　越えたら４点もしくは６点

　通常、１チームにはボウラーが４人ほどいる（最低

２人）。１人のボウラーは必ず、６球続けて投げなけ

ればならない。この６球を投げる間に何人アウトにし

ようと得点が何点入ろうと関係なく６球投げ切る。６

球（これを１オーバーと数える）が終わると、別の投

手がもう一方のクリース側から投げる。１オーバーご

とにウィケット・キーパーは場所を変えることになる

オーバー　    ６球投げたらひと区切り

アウト　フライを捕るか、ウィケットに命中させて倒すか

　クリケットのユニークな特徴は、打撃だけが「攻

撃」ではない、という点である。ウィケットのベイル

（左図参照） が落ちるとアウトになるので、ボウラーは

ウィケットを狙って投球。バッツマンはアウトをとら

せないために、ウィケットを守るためにボールを打ち

返す。守備側はとにかく打撃チームのバッツマンを早

くアウトにし、得点を少なく抑えなければならない。

　以下①～⑤が代表的なアウト。１イニングの攻撃は

10 人アウトになると終了。

①ボウルド （bowled）
　ボウラーの投球でウィケットが直接倒された場合

②コート （caught）
　バッツマンの打ったボールがノーバウンドで捕球さ

れた場合

③ランアウト （run out）
　バッツマンが走っている間にボールがウィケットに

戻り（送球により、または捕球したフィールダーが

ボールを持った手で触れて）、ウィケットが倒された

場合

④スタンプト （stumped）
　反則投球でない投球に対しポッピング・クリース※

（打者線）の外でボールを空振り、または見逃し、その

ままランを試みぬまま、ウィケット・キーパーが捕球

したボールをグラブごとウィケットにあて、ウィケッ

トが倒された場合に宣告されるアウト。スピンのか

かったボールを打ちに前に出てミスショットした際に

よく見られる。※ポッピング・クリース（左図参照）：

バッツマンが打撃するときにはこの線をまたがないと

アウトになってしまう。ノンストライカーにとっては

野球で言うところの塁の役割になり、この線の中に

バットか身体の一部を入れていないとアウトになる

⑤ LBW （Leg Before Wicket）
　バッツマンが足を使って、投球がウィケットに当た

るのを防いだとされる場合

ポッピング・クリース

８フィート
８インチ

（2.64 メートル） ４フィート
（1.22 メートル）

12 フィート以上
（3.66 メートル）

スタンプ
３本の同じ形・長さの柱。

ベイルズ
スタンプの上に渡されて
いる小さな横木。これが
落ちるとアウト。

Steven Finn（28）

ミドルセックス所属の速球専門
ボウラー。ナショナルチームで
も活躍中。２メートルの長身イ
ケメン。爽やかな笑顔と力強
い投球に思わず胸キュン。

Stuart Broad（30）

ナショナルチームに所属するボ
ウラー。 金髪、 青い目のクラ
シックな美男子。ハリポタ映画
のドラコ・マルフォイに似てい
ることからマルフォイというあ
だ名で呼ばれることも。

ウィケットって何？

クリースの広さをチェック！

　クリケット場の中央には両端がバッターボックスに

なっている長方形の場所【ピッチ】があり、このピッ

チのまわりで野手【フィールダー】が守備にあたる。

それをさらに大きく楕円状に取り囲む形でロープが

置いてある。これが【バウンダリー】でバッツマンが

打ったボールが地面を転がりながら、あるいはワンバ

ウンド以上で越えた場合、自動的に４点【４ラン】の

得点となる。野球のホームランのようにノーバウンド

で越えると６点【６ラン】の得点となる。このバウン

ダリーを越えない場合はバッツマンらが懸命に走って

得点を稼ぐことになる。

（ウィケット・キーパーは各チームに１人のみ）。

　また投手によって速球専門【ファスト・ボウラー】、

変化球専門【スピナー】とさまざまに異なるので野手

たちもキャプテンの指示に従い、守備位置を変える必

要がある。さらに１オーバーごとに２人の打者はピッ

チの中央で短い作戦会議を開くので、全員が位置変え

しているような印象を受ける。

バットとボール

バット
木製で、長さ 96.5 センチ
以下、幅10.8センチ以下。
通常１キロ前後。

ボール
赤い革に包まれた
ボ ー ル の 中 身 は、
麻糸でまいたコル
クのかたまり。

© Kroome111 © Brian Minkoff

James Anderson（34）

ランカシャー所属のボウラー、
ナショナルチームにも所属。少
年のような茶目っ気のある笑顔
と野性的な顔立ちが魅力のハン
サム・ボーイ。

© ECB

© ECB
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で
は
「
実
際
に
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
試
合
を
見

に
行
こ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
筆
者
と
編
集

部
Ｃ
さ
ん
と
で
ロ
ー
ズ
で
行
わ
れ
た
カ
ウ
ン

テ
ィ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
、
ミ
ド
ル

セ
ッ
ク
ス
対
エ
セ
ッ
ク
ス
の
全
４
日
間
の
試

合
の
３
日
目
を
観
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
こ
の
ふ
た
り
で
は
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
ド

素
人
な
の
で
少
し
心
も
と
な
い
た
め
、
幼
い

頃
か
ら
ク
リ
ケ
ッ
ト
に
親
し
み
、
40
代
後
半

に
な
っ
て
も
地
元
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー

で
毎
週
末
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
試
合
に
明
け
暮
れ

る
英
国
人
の
Ｎ
氏
に
案
内
役
と
な
っ
て
も

ら
っ
た
。

　

ま
ず
、
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
と
こ
ろ
か
ら
Ｎ

氏
の
指
南
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
何
日
も

あ
る
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
試
合
、
何
日
目
を
買
え

ば
い
い
の
か
、
ど
こ
の
席
を
買
え
ば
い
い
の

か
が
わ
か
ら
な
い
。
Ｎ
氏
曰
く
、
個
人
的
に

は
試
合
の
勝
敗
が
決
ま
り
そ
う
な
２
日
か
３

日
目
が
お
す
す
め
で
、
座
席
も
人
に
よ
っ
て

好
み
が
あ
る
け
れ
ど
も
一
般
的
に
は
ボ
ウ

ラ
ー
の
後
方
に
あ
た
る
席
が
人
気
と
の
こ
と
。

理
由
は
、
変
化
球
や
速
球
な
ど
投
手
に
よ
っ

て
異
な
る
ボ
ー
ル
の
動
き
が
見
え
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
ら
し
い
（
実
際
、

ボ
ー
ル
が
速
す
ぎ
て
筆
者
に
は
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
…
。
観
戦
を
重
ね
る
う
ち
に
き
っ

と
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
）。

　

試
合
開
始
は
午
前
11
時
だ
が
、
10
時
頃
に

到
着
し
た
た
め
、
選
手
が
試
合
前
の
調
整
を

行
う
練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ま
ず
足
を
向
け
る
。

意
外
だ
っ
た
の
は
、
選
手
が
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
で
フ
ッ
ト
サ
ル
を
行
っ
て
い
た
こ
と

だ
。
練
習
場
の
出
入
り
口
で
は
選
手
の
サ
イ

ン
を
も
ら
う
た
め
に
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
じ
っ

と
お
目
当
て
の
選
手
が
出
て
く
る
の
を
待
つ
。

中
に
は
選
手
名
鑑
に
付
箋
を
い
っ
ぱ
い
つ
け

た
サ
イ
ン
コ
レ
ク
タ
ー
と
思
し
き
年
季
の

入
っ
た
男
性
フ
ァ
ン
も
存
在
。
サ
イ
ン
に
は

気
軽
に
応
じ
る
選
手
が
多
か
っ
た
の
も
印
象

に
残
っ
た
。

　

そ
し
て
午
前
11
時
に
試
合
開
始
。
と
は

い
っ
て
も
、
前
日
か
ら
の
続
き
な
の
で
試
合

に
出
か
け
る
前
に
は
途
中
経
過
を
頭
に
入
れ

て
お
く
こ
と
が
肝
要
だ
。
前
日
ま
で
の
試
合

状
況
が
わ
か
る
ス
コ
ア
シ
ー
ト
は
場
内
に
あ

る
ス
タ
ン
ド
に
て
1
ポ
ン
ド
で
販
売
し
て
い

る
。
バ
ッ
ツ
マ
ン
の
打
順
や
誰
が
何
点
得
点

し
た
か
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
手
元
に
持
っ

て
い
る
と
便
利
。

　

す
で
に
１
日
目
と
２
日
目
で
先
攻
の
ミ

ド
ル
セ
ッ
ク
ス
が
１
イ
ニ
ン
グ
目
半
ば
で

５
０
７
点
と
い
う
大
量
の
得
点
を
達
成
。
戦

略
的
に
エ
セ
ッ
ク
ス
に
こ
の
イ
ニ
ン
グ
で
追

い
抜
か
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
、

７
人
が
ア
ウ
ト
を
取
ら
れ
た
段
階
で
自
ら

「
デ
ィ
ク
レ
ア
（declare

）
＝
こ
れ
以
上
、

攻
撃
の
必
要
な
し
」
を
し
て
攻
撃
を
終
了
し

た
た
め
、
エ
セ
ッ
ク
ス
の
攻
撃
が
始
ま
り
４

番
目
の
打
者
が
ピ
ッ
チ
に
立
っ
た
と
こ
ろ
で

３
日
目
は
幕
を
開
け
た
。

  

駆
け
引
き
の
ポ
イ
ン
ト

　

ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
は
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
チ
ー

ム
の
中
で
も
強
豪
の
チ
ー
ム
で
あ
る
の
に
対

し
、
エ
セ
ッ
ク
ス
は
今
年
２
部
リ
ー
グ
か
ら

１
部
リ
ー
グ
に
昇
格
し
た
ば
か
り
の
格
下
の

相
手
。
Ｎ
氏
に
よ
れ
ば
、「
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス

は
早
く
相
手
を
ア
ウ
ト
に
し
て
、
２
イ
ニ
ン

グ
目
に
持
ち
込
み
た
い
と
こ
ろ
。
一
方
、
エ

セ
ッ
ク
ス
は
得
点
で
追
い
つ
く
と
い
う
よ
り

も
『
ア
ウ
ト
を
取
ら
せ
ず
、
時
間
的
に
粘
っ

て
引
き
分
け
に
も
っ
て
い
き
た
い
』」
と
の
こ

と
。
こ
れ
が
こ
の
試
合
の
見
ど
こ
ろ
と
な
る

両
者
の
駆
け
引
き
な
の
だ
よ
、
と
Ｎ
氏
は
説

明
し
て
く
れ
た
。

　

実
際
、
そ
の
言
葉
を
裏
付
け
る
よ
う
に
ミ

ド
ル
セ
ッ
ク
ス
の
野
手
は
「
攻
め
」
の
守
り

が
目
に
つ
い
た
。
ボ
ウ
ラ
ー
が
投
球
す
る
と

同
時
に
ぐ
っ
と
打
者
に
近
寄
り
、
少
し
で
も

ボ
ー
ル
が
チ
ッ
プ
し
て
フ
ラ
イ
に
な
れ
ば
そ

れ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
ぞ
、
と
い
う
勢
い
で
守

る
の
だ
。
ボ
ウ
ラ
ー
や
打
者
の
特
徴
に
よ
っ

て
守
備
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
は
変
わ
る
ら

し
く
、
そ
の
指
示
は
キ
ャ
プ
テ
ン
が
声
を
出

し
て
行
う
。

　

試
合
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
か
い
な
い

の
か
は
、
な
か
な
か
打
者
も
ア
ウ
ト
に
な
ら

な
い
し
、
得
点
も
ゆ
っ
く
り
と
し
か
入
ら
な

い
の
で
、
正
直
わ
か
り
づ
ら
い
。
時
折
、
ボ

ウ
ラ
ー
が
ウ
ィ
ケ
ッ
ト
を
狙
っ
て
投
球
し
て

外
れ
た
と
き
や
フ
ラ
イ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
そ
こ

ね
た
と
き
な
ど
に
客
席
か
ら
漏
れ
る
た
め

息
な
ど
に
よ
っ
て
、「
あ
、
今
は
見
ど
こ
ろ

だ
っ
た
の
だ
」
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
。
得

点
を
期
待
し
て
観
戦
と
い
う
よ
り
は
、
い
つ

ど
ん
な
風
に
ア
ウ
ト
に
な
る
か
と
い
う
こ
と

を
人
々
は
待
ち
わ
び
て
い
る
よ
う
な
印
象
を

も
っ
た
。

　

観
覧
席
に
座
る
人
々
も
日
本
の
野
球
と
違

い
応
援
団
も
お
ら
ず
、
誰
が
ど
ち
ら
の
フ
ァ

ン
か
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。

本
や
新
聞
を
片
手
に
の
ん
び
り
ピ
ク
ニ
ッ
ク

気
分
で
観
戦
す
る
人
が
多
い
の
も
ク
リ
ケ
ッ

ト
の
特
徴
か
も
し
れ
な
い
。

　

ラ
ン
チ
休
憩
は
午
後
１
時
か
ら
40
分
間
で
、

午
後
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
は
午
後
３
時
40
分
か

ら
20
分
間
。
場
内
に
は
軽
食
や
ア
ル
コ
ー
ル

な
ど
の
飲
み
物
が
買
え
る
ス
タ
ン
ド
も
複
数

あ
る
。

　

筆
者
ら
は
エ
セ
ッ
ク
ス
が
10
ア
ウ
ト
を
取

ら
れ
、イ
ニ
ン
グ
が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ス

タ
ジ
ア
ム
を
後
に
し
た
が
、
後
日
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
た
と
こ
ろ
、
翌
最
終
日
は
途
中
で
雨

天
中
止
と
な
り
試
合
終
了
。
点
数
だ
け
で
は

ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
の
圧
勝
に
見
え
る
が
、
２

イ
ニ
ン
グ
目
で
10
ア
ウ
ト
を
取
っ
て
イ
ニ
ン

グ
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
結
局
は
引
き
分
け
に
な
り
、
エ
セ
ッ
ク

ス
に
は
ラ
ッ
キ
ー
な
結
果
と
な
っ
た
。

　

Ｎ
氏
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
戦
略
が
少
し

見
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
は
理
解
で
き
な
い
も
の
の
、
頭
脳
戦
と
し

て
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
醍
醐
味
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
観
客
を
惹
き
つ
け
る
理
由

が
よ
く
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
好
天
の
下
、
屋

外
で
気
持
ち
よ
く
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
の
ク

リ
ケ
ッ
ト
観
戦
は
不
思
議
と
心
地
よ
い
時
間

と
な
っ
た
。

写真上：観客席はリラックスした雰囲気。上の近未来的な建物はメ
ディア・センター／同下：ウォーミング・アップ後の選手からサイ
ンをもらう熱心なファンの姿が見られた。

野球のように頻繁にアウトが取れるわけではないので、いざ
アウトが取れると、選手らは大きな声をあげて称え合う。

試合の流れを知る、
観戦レポート


